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上
海洋神事奉賛会
本空輸株式会社

三

S

宮
中
、
東
宮
、

「
そ
の
年
最
初
に
採
取
さ
れ
た
最
上
の
若
布
を
、
ま
ず
宗
像
大

神
と
陛
下
へ
」
と
い
う
宗
像
の
漁
業
関
係
者
の
思
い
の
も
と
、
磯
の

香
も
芳
し
い
濃
緑
の
見
事
な
若
布
が
、
三
月
二
十
二
日
高
向
宮
司
、

漁
協
関
係
者
ら
に
よ
っ
て
、
賢
所
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
、
皇
太
子
同

妃
両
殿
下
、
三
笠
宮
殿
下
へ
献
上
さ
れ
た
。

こ
の
「
早
春
の
玄
界
灘
産
天
然
若
布
」
の
皇
室
へ
の
献
上
は
、
昭

和
三
十
八
年
に
宗
像
七
浦
（
大

島
・
鐘
崎
・
神
湊
．
勝
浦
・
地

島
・
津
屋
崎
・
福
間
）
と
呼
ば
れ

る
こ
の
地
域
の
漁
協
組
合
員
で

結
成
さ
れ
た
「
宗
像
大
社
海
洋

神
事
奉
賛
会
」
設
立
時
よ
り
始

め
ら
れ
、
今
年
で
五
十
回
と
い

う
節
目
を
迎
え
た
。

近
年
の
異
常
気
象
の
影
響
に

よ
り
生
育
が
心
配
さ
れ
た
が
、

本
年
は
順
調
で
三
月
一
日
よ
り

じ
の
し
ま

地
島
沖
で
採
取
が
開
始
さ
れ
、

海
上
が
時
化
る
日
も
多
か
っ
た

砲
献

三
笠
宮
家
へ
献
上
s

@ 

傘
宗
像
．靡濶●
1 ・ 15日月汲祭
午前10時～
高宮祭
第二宮・第三宮祭
宗像護国神社祭(1日）

午前 1 1 時～
総社祭
浦安舞奉奏(1日）
豊栄舞奉奏(15 日）

5 日五月・浜宮祭
午前10時30分～
浜宮祭
於＝宗像市神湊浜宮

午前 1 1 時～五月祭
於＝宗像市江口五月宮

5 日沖・中両宮春季大祭
午前 1 1 時～
於＝大島・中津宮

27日沖津宮現地大祭
午前7時大島港出港
於＝沖ノ島・沖津宮

□
閂
罰
叫

る
こ
と
を
ご
存
じ
で
あ
ろ
う
か
▼
被
災
地
で

全
壊
及
び
半
壊
し
た
神
社
は
三
百
社
を
超
え

る
が
、
仔
細
に
み
て
い
く
と
、
約
千
年
以
上
鎮

え
ん
ぎ
し
さ
し
さ
な
い
し
ゃ

座
す
る
延
喜
式
「
式
内
社
」
と
呼
ば
れ
る
神
社

は
殆
ど
残
っ
て
い
る
。
実
は
こ
れ
ら
の
古
社
は

「
貞
観
の
大
地
震
」
（
八
六
九
）
を
経
験
し
て
い

る
た
め
「
想
定
内
」
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め

被
災
地
で
は
、
「
大
地
震
が
き
た
時
に
は
神
社

に
逃
げ
込
め
」
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
、
実

際
に
命
を
救
わ
れ
た
方
々
も
大
勢
お
ら
れ
る

マ
昨
年
T
B
S

の
特
集
で
「
神
社
の
手
前
で
津

波
が
止
ま
っ
た
わ
け
？
」
と
い
う
番
組
が
放
映

さ
れ
た
が
、
被
災
地
で
は
そ
の
よ
う
な
風
景

が
各
地
で
散
見
さ
れ
る
。
東
日
本
大
震
災
の

き
わ

津
波
マ
ッ
プ
で
も
、
津
波
の
到
達
点
の
際
に
は

不
思
議
な
程
「
鳥
居
マ
ー
ク
」
が
あ
る
が
、
こ
れ

ら
は
先
人
た
ち
が
後
世
の
人
々
に
残
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
よ
う
に
も
み
え
る
。
現
在
、
様
々

な
見
地
か
ら
の
検
証
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

政
府
も
発
想
を
少
し
変
え
て
、
先
人
た
ち
の
声

に
耳
を
傾
け
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
了
戦

後
憲
法
に
は
厳
格
な
政
教
分
離
と
い
う
も
の

が
あ
り
、
神
社
は
こ
れ
に
よ
く
抵
触
す
る
と
し

て
、
そ
の
存
在
す
ら
無
視
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
、
千
年
後
の
我
々
の
子
孫
に
確
実
に
伝

え
残
す
に
は
、
言
葉
を
超
え
た
伝
達
方
法
が
重

要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
二
千
年
或
い
は
そ

れ
以
上
の
時
空
間
を
超
王
て
き
た
神
社
に
も
っ

と
着
目
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
つ
。
（
敬
）

神具・装束・授与品

令井冷
装束店〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る

フリーダイヤル 0120-075-980

福岡店〒812-0068 福岡市東区社領1-12-10-401
フリーダイヤル 0120-055-092

授与品店〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

燥式会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 雷話(0940)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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が
、
関
係
者
の
御
尽
力
に
よ
り
肉
一
到
着
し
た
福
通
じ
天
皇
・
皇
后
両
陛

厚
で
磯
の
香
り
豊
か
な
見
事
な
若
一
岡
空
港
で
は
、
若
下
へ
献
上
申
し
上
げ
、

布
が
採
取
さ
れ
た
。
二
伯
と
献
上
者
が
宮
殿
に
て
高
向
宮
司
が

若
布
は
地
島
名
産
の
椿
油
を
塗
っ
」
搭
乗
す
る
全
日
記
帳
し
終
え
た
後
、
宮

た
板
上
で
天
日
干
し
す
る
「
板
干
云
名
機
二
五
四
便
中
三
殿
参
拝
の
栄
に
浴

し
」
と
呼
ば
れ
る
製
法
で
丹
精
込
め
口
の
搭
乗
口
で
、
当
し
宮
中
で
の
献
上
の
儀

て
調
整
さ
れ
神
社
に
納
め
ら
れ
た

0

1大
社
巫
女
か
ら
二
を
滞
り
な
く
終
え
た
。

神
社
で
は
神
職
と
巫
女
が
厳
選
i
客
室
乗
務
員
へ
と
＾
監
宮
中
を
辞
し
た
一
行

し
て
形
を
整
え
、
規
程
の
量
づ
つ
袋
二
右
布
を
手
渡
す
＾
讐
は
赤
坂
御
用
地
へ
向
か

に
入
れ
た
も
の
を
杉
箱
に
納
め
る
丁
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
い
、
東
宮
侍
従
櫛
田
泰

と
い
っ
た
諸
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。
了
わ
れ
た
。
同
便
搭
乗
予
定
の
乗
客
」
宏
氏
を
通
じ
て
皇
太
子
・
同
妃
両

上
京
前
日
の
二
十
一
日
午
前
九
：
や
報
道
関
係
者
が
見
守
る
中
、
高
二
殿
下
へ
献
上
申
し
上
げ
、
更
に
三
笠

時
、
若
布
と
献
上
者
は
お
祓
い
さ
了
同
宮
司
以
下
献
上
者
と
例
年
若
布
二
呂
付
宮
務
官
板
倉
幸
治
氏
を
通
じ

れ
本
殿
で
奉
告
祭
を
斎
行
、
神
社
一
献
上
に
際
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
二
し
三
笠
宮
家
へ
も
献
上
申
し
上
げ
、

職
員
ら
が
見
送
る
中
、
神
社
を
出
一
て
い
る
全
日
本
空
輸
卸
の
関
係
者
二
示
像
大
社
並
び
に
海
洋
神
事
奉
賛

発
し
た
。
こ
か
整
列
、
当
大
社
巫
女
よ
り
客
室
：
会
に
よ
る
春
の
重
儀
「
若
布
献
上
の

乗
務
員
へ
若
布
が
手
渡
さ
れ
厳
粛
こ
倣
」
は
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

裡
に
機
内
へ
と
運
ば
れ
た
。
一
尚
、
本
年
の
若
布
献
上
に
際
し
、

さ
ら
に
搭
乗
が
始
ま
る
と
、
同
二
花
別
の
御
支
援
を
賜
り
ま
し
た
出

便
で
上
京
す
る
乗
客
全
員
に
巫
女
：
光
興
産
閥
、
全
日
本
空
輸
卸
を
は

よ
り
記
念
品
と
し
て
鯛
の
縁
起
物
一
じ
め
、
御
関
係
の
皆
様
方
に
は
紙

が
手
渡
さ
れ
、
空
港
で
の
全
て
の
行
二
回
を
も
ち
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し

事
が
終
了
、
一
行
は
空
路
東
京
へ
と
丁
上
げ
ま
す
。

向
か
っ
た
。

献
上
当
日
の
二
十
二
日
は
午
前
二
企
ヰ
の
若
布
献
上
者
は
左
記
の
通
り
。

十
時
、
坂
下
門
か
ら
宮
中
へ
参
内
、
―
―
武
云
臼
·
』
·
·
奮
棗

掌
典
長
手
塚
英
臣
氏
に
高
向
宮
司
i
宮
司
高
向

が
若
布
献
上
で
参
内
の
旨
を
言
上
、
一
権
禰
宜
鈴
木

同
掌
典
長
を
通
じ
て
賢
所
に
献
上
一
·
ま
駐
芦
歪
昔
苓
』
写

申
し
上
げ
た
。
一
地
島
支
所
長
児
島

続
い
て
、
侍
従
職
牛
久
豊
氏
を
一
課
長
補
佐
藤
島

久
幸

正
浩

正
秀

祥
裕

一四
月
七
日
（
土
）
、
春
麗
ら
か
な
：
並
び
に
奉
納
吟
が
行
わ
れ
た
。

陽
気
の
中
、
春
季
恒
例
の
神
賑
行
一
奉
納
吟
で
は
国
民
道
祖
神
の
大

事
で
あ
る
奉
納
吟
詠
大
会
（
主
催
二
神
に
、
松
口
月
城
先
生
奉
納
の
「
宗

鶴
洲
流
、
宗
家
・
河
野
鶴
贅
）
が
開
ご
像
宮
」
を
会
員
一
同
で
献
吟
、
満
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
は
昭
和
二
り
桜
の
中
境
内
に
朗
々
と
響
き
渡

五
十
一
年
よ
り
奉
納
さ
れ
て
お
り
、
：
る
と
、
多
く
の
参
拝
者
が
そ
の
美

今
回
で
第
三
十
三
回
大
会
を
迎
え
一
声
に
聴
き
入
り
暫
し
足
を
止
め
深

る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
い
感
銘
を
受
け
る
様
子
が
見
ら
れ

午
前
十
一
時
三
十
分
、
当
大
社
了
た
。

本
殿
に
お
い
て
北
九
州
地
区
を
中
一
献
吟
後
、
一
同
は
清
明
殿
へ
と

心
に
近
隣
地
区
よ
り
同
会
員
一
移
動
し
式
典
が
開
会
さ
れ
、
会
員

六
十
五
名
が
参
集
し
、
正
式
参
拝
：
各
々
が
順
次
日
頃
鍛
え
た
自
慢
の

喉
で
吟
題
に
沿
っ
た
吟
詠
が
披

露
さ
れ
た
。
午
後
三
時
に
は
当

大
社
に
お
け
る
日
程
の
全
て
を

終
え
て
、
一
同
バ
ス
に
て
直
会
会

場
へ
と
移
動
し
た
。

春
季
奉
納

吟
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i
駐
駈

E

原
崎
智
仁
氏
氏
（
福
津
市
若
木
台
）

胃
―a
．
年
．
品
i
-
_
-
-
―
―
-
i
臼
匹
芦

【
舞
方
】
【
歌
方
】

清
水
陽
介
石
津
典
秀

中
野
久
志
花
田
敬
章

松
井
徳
一
郎
菊
本
兼
二

松
井
実
中
野
正
徳

吉
田
光
利

森
勝
紀

各
奉
仕
者
、

表
彰
者
は
次
の
通
り

磯
辺
か
え
で
田
中
佐
季

中
村
あ
や
み
三
苫
愛
海

,
u
a
-
=i}
-
l
一
塁
i
-
[
E
-

f
立
＿
c

永
嶋
幸
政
（
宗
像
漁
協
•
本
所
）

高
橋
弘
昭
（

丸
井
義
明
（
同
・
大
島
支
所
）

遠
藤
久
幸
（
ヶ

宮
坂
芳
信
（
同
・
福
間
支
所
）

永
島
光
生
（
同
・
津
屋
崎
支
所
）

花
田
正
武
（

占
部
吉
文
（
鐘
崎
漁
協
）

権
田
道
雄
（
ク
）

れ賑あま分桜
四たわりれ咲は四
月゜う多‘き例月

: ：｀［：春
閂 ::9」季時 が敬ぅ晴が、

冨 胃貫：百舟胃含犬
向 さでも恵五の
................................................................ 

し詞室立奉地立宮タヌし
遠奏生舞をに し原奏安し仕方部司刀ミ、
なさ徒ミ伝よ次て崎上泰本者風瑞以 し 1 如~
平れに更えりぃ奉智、．殿‘俗真下
安‘よ r る二で幣仁続五へ総舞鎮神馨門色ゑ玉雷属嬰翫尼塁畠は昇冒職
がか浦海基舞存奏氏氏穣国が会副氏
繰な安中 楽会上子子を家斎員住子

是覧 9 悶悶摩靡胄雷皇塁目冒呵職雷
げにが女風振奉た使代し・に安主使
ら悠奉子俗り仕゜と表祝皇列舞基、

2 99............................................................................................................................................................ 

臀鬱［犀墨蒙詈望需弱［壁雰歪亨＇謳言謳誓讐累［さて 弥る、め津宮季 春そ、両 記員ム
れは 栄と護多両司大 祭れ宮、 心‘名事゜安時
、、 が喜国く市・祭 がぞ司第 品に菜祭全よ
講交 祈、ののの田で 斎れ以三 が、 k: 典、り 『卒詞瑕ら包逗見且忌已
................................................................................................................................................................................................................................................................ 

に し生刀わし所年 大大 に南にい が員
伴昭‘ム＇れし蔵代こ神祭カヽ御坊茶て午祈皆
し：和人さて一のまの事もく息流道献後念様
保三＄にい般御で春も無し則のを茶二さの
存＋楽対たに神は季滞事でを朴犬学祭時れ今
ム九し ゜公宝こ大り斎一披紗んかヵ、た年
ぢ年みとこ開．の祭無／ー日露さナこ行ら゜一
呼のと保」：す古時は< g間しば当ゎは 年
称宝な存ん る文期、終れにだき査れ、 の
も物そ会［秋祭書に昭了、亘 も巫日本 交
ぃ殿ぃーの事を当和し春る 爽女頃殿 通
つ竣たとーが虫大三だの春 ゃが熱に 安
し工。称即行干社十 一季 か、心於 全

............................................................................................................................................................. 

］ゞ： : ：ぎ国「―-ー·- ~`  

境目は保し
内の‘存な
に季神会＜

：息冒凧皇
令［；皇 1-
閾＜を立t
。の告さ昔 本殿べ参進する祭員・参列員
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四
月
一
日
春
季
恒
例
の
剣
道
大
」
範
五
名
に
よ
る
演
武
が
披
露
さ
れ
、
i

会
が
行
わ
れ
、
七
オ
の
小
さ
な
剣
二
緊
張
感
の
あ
る
仔
ま
い
に
一
同
圧
一

士
か
ら
中
学
生
ま
で
の
剣
士
約
二
倒
さ
れ
た
。
i

二
百
名
が
日
頃
の
成
果
を
競
っ
た
。
一
競
技
は
開
会
式
終
了
後
か
ら
開
―

午
前
九
時
、
会
場
の
玄
海
中
学
一
始
さ
れ
、
日
頃
稽
古
で
鍛
え
た
成
一

校
体
育
館
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で
二
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、
掛
け
声
を
[

は
、
ま
ず
参
加
者
、
審
判
員
、
保
護
二
張
り
上
げ
て
相
手
に
挑
む
豆
剣
士
[

者
ら
一
同
で
宗
像
大
社
を
遥
拝
、
こ
追
の
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
体
こ
[

続
い
て
日
本
剣
道
形
・
居
合
の
師
：
そ
ま
だ
小
さ
い
も
の
の
、
必
死
の
~

l
2
こ
え
寄
｛
｀
氾
i
.
、
形
相
で
相
手
に
喰
ら
い
つ
[

＂9
.＾
三
ど5嘉
凸
く
様
子
は
一
人
前
の
剣
士
一

サ
，

4

：
文
．
入
f

.. ,1.1 

下
y5

ど
ぶ
｀
｀
忍
‘
・
三
の
姿
で
あ
っ
た
。

.. こ
]
]
f
ロ
・
]
-
‘
、
ま
た
同
十
時
に
は
春
季

.. {
、
"
·
ぷ

.. 

哀
：
大
祭
で
賑
わ
う
本
殿
横
で
、

で
人

.. 

4
]
．
開
会
式
同
様
に
二
名
の
師

.. 
『
7
|
7
-
．
範
が
代
表
参
拝
し
、
神
前

・
し
よ
‘
:
」
で
居
合
切
り
を
奉
納
し
大

へ
叶
バ
、
ムl
会
の
無
事
安
全
を
祈
念
さ

.
"
,
t
]
[
[
[
[
且

バ
｛
、
い
雀
・
[
g
,
’
・
・
団
体
戦
で
三
位
以
内
に
入

，
．
｀
彗
・

1

賞
す
る
な
ど
健
闘
を
み
せ
、

,
雰
:
'
1

納

r
 

.. 
ぃ□
．
奉
約
五
時
間
に
亘
る
熱
戦
も

.. 

『
□
切
午
後
二
時
過
ぎ
に
は
閉
会
、

．
合
｀

り
，
『
這
参
加
者
は
自
ら
の
力
を
出

t
.
’
・
＇
f
-
こ
し
切
っ
た
清
々
し
い
表
情

.. 
、
よ．

卸

紅
．
師
で
会
場
を
後
に
し
た
。

春
季
奉
納

剣
道
大
会

【
小
学
生
】

1

年
生

2

年
生

3

年
生

4

年
生

5

年
生

6

年
生

【
中
学
生
】

男
子

女
子

澤
山
采
希
（
日
の
里
）

山
本
真
優
（
城
山
中
）

古
野
美
優
（
日
の
里
）

元
兼
楓
（
河
東
）

大
和
凌
太
（
河
東
）

嶋
立
将
也
（
自
由
ヶ
丘
）

澤
田
隆
広
（
日
の
里
）

横
山
貴
仁
（
玄
辰
館
）

男
子
河
東
中
学
校

女
子
城
山
中
学
校

【
小
学
生
】

【
中
学
生
】
宗
像
東
部

試
合
結
果
（
優
勝
）

" 

～．．て 9・-- }-"'11‘で、―

·4月 1 日付で4 神職2名凶巫女2名の職員が新たに加わりましたので、＇ご紹介致しまず｀
①名前②生年月日③出身④経歴（学歴） ⑤特技（趣昧） ⑥好きな食べ物⑦嫌いな食べ物⑧奉職理由⑨抱負

むなかた f•かし

①宗像崇史
②昭和58年3月生まれ

(29歳）

③北九州市八幡西区木屋瀬
④県立八幡中央高校卒
皇學館大學

文学部神道学科卒

岩木山神社奉職（ 5 年間）

⑤音楽鑑賞、娘 (1 歳9 ヶ月）の

成長を見守ること。

⑥肉全般（特にハンバーグ）

⑦トマト
⑧大学卒業時、遠縁にあたる宗像姓を継ぎ、福岡で育った
こともあり、宗像大社での奉職を希望しました。

⑨この度、ご縁いただき宗像大社でご奉仕させていただ
くことになりました。一日も早く宗像に馴染み、一生懸

・...命にご奉仕致します。尚、弟もこの4月より宗像市役所
に勤務しております。兄弟あわせて、神郡宗像のため
に奉仕させていただきますので、ご指導、ご鞭撻の程よ
ろa“しくお願い申し上げます。．“

あしづ たかゆき

①葦津敬之
②昭和37年 1 1 月生まれ

(49歳）

③福岡市箱崎

④皇學館大學

文学部神道学科卒

熱田神宮奉職

神社本庁奉職

⑤ライフワーク
自然環境問題

⑥⑦好き嫌い一切なし

⑧ご縁いただき、小学6年まで育った宗像に39年振り
に戻ってくることになりました。懐かしい気持ちと
責任の重さを感じております。

⑨現場の実践経験は、熱田神宮で出仕としての2年余
りしかないため、神職としての勉強をーから始め、
宗像大神様が喜ばれることとは何かを第一に考え、
神明奉仕に努めて参りたしどと思います‘゜

會—....,i. .1



5
 

第615号（昭和36年5月 10日第三種郵便物許可毎月 1 日発行） 宗 MUNAKATA ~ 平成24年5月 1 日火曜日

鎮
国
寺
花
ま
つ
り

S

桜
花
爛
漫
の
宗
像
大
社
↓
鎮
国
寺
間
を

約
三
0
0

名
の
稚
児
行
列
が
進
む
s

一
歓
声
が
、
花
の
匂
い
香
る
鎮
国
寺

」
境
内
に
木
霊
し
た
。

え
、

四
月
八
日
、
今
年
で
六
年
目
を
：
を
身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い
と
観
光
一
．
苓

迎
え
た
宗
像
観
光
協
会
企
画
の
：
協
会
が
企
画
し
例
年
好
評
を
博
し

[
-
6

「
鎮
国
寺
花
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、
二
J
い
る
。

.. n
 

稚
児
装
束
を
装
っ
た
子
供
達
約
一
当
日
は
午
前
十
一
時
に
宗
像
大
一
ー
J

叩
応
心
五
閏
[
つ

叫
]
]
口
`
s
k
冑
]
I

と
伝
え
ら
れ
、
当
大
社
の
神
宮
寺

[
r

と
し
て
栄
え
た
名
刹
古
寺
で
あ
り
、
一
ご

近
年
は
一
年
を
通
じ
四
季
折
々
の
一
[

花
を
楽
し
め
る
名
所
と
し
て
も
知
一

ら
れ
る
。

こ
の
「
花
ま
つ
り
」
は
、
桜
・
ツ
ツ
一

ジ
・
し
ゃ
く
な
げ
等
の
花
々
が
見
ご
一

ろ
を
迎
え
る
、
三
月
二
十
九
日
ー
i

四
月
二
十
八
日
ま
で
の
一
ヶ
月
間
、
一

宗
像
観
光
協
会
主
催
に
よ
り
開
催
i

さ
れ
て
い
る
。

喜
色
満
面
の
子
供
達
の
大
き
な
一

i

r
 

-9  ·、、 ......w

4月 1 日付で、神職2名、巫女2名の職員が新たに加わりましたのでくご紹介致します
①名前②生年月日③出身④経歴（学歴） ⑤特技（趣昧） ⑥好きな食べ物⑦嫌いな食べ物⑧奉職理由⑨抱負

しのはら

①篠原あゆみ
②平成6年3月生まれ

(18歳）

③宗像市土穴

④公立古賀党成館高校卒

⑤簿記は 1 級（全商）と 2級
（日商）で得意な方です。

⑥プリン、グラタン
⑦椎茸、春菊

⑧自宅の近くに小さな神社（福足神社）があることもあ
り、神社の雰囲気が大好きで、宗像大社でなら楽し
くご奉仕できると思ったからです。

⑨参拝者の皆様が気持ちよくお参りできるよう、早く
仕事を覚えて、信頼される巫女さんになりたいです。

ヽ~ ... -. 

さの せりな

①佐野瀬里菜
②平成5年 10月生まれ

(18歳）

③北九州市若松区

④私立折尾愛真高校卒

⑤ボーリング
ベストスコアは200です。、

⑥焼き肉、納豆巻

⑦グリンピース、あんこ

⑧進路指導の先生の薦めもあり、一度参拝した際に巫女
さん達の姿が素敵だったからです。

⑨明る＜笑顔で、てきぱきと参拝者の皆様をお迎えでき
るように、いろいろなことを覚え、一日も早く一人前
の巫女さんになれるように頑張りたいと思います。

. 
よ
―
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四
月
一
日
午
後
二
時
、
東
海
大
二
束
海
大
学
付
属
仰
星
高
校
（
大
阪
）
一

学
付
属
第
五
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
了
か
ら
副
校
長
と
し
て
赴
任
。
そ
の
~

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
創
部
奉
告
祭
一
後
仰
星
高
時
代
の
教
え
子
と
の
再
一

が
、
津
山
憲
司
総
監
督
以
下
選
手
、
丁
会
を
契
機
に
、
宗
像
市
を
本
拠
地
一

マ
ネ
ー
ジ
ャ
等
約
四
十
名
参
列
の
丁
と
す
る
「
福
岡
サ
ニ
ッ
ク
ス
ブ
ル
ー
i

下
、
本
殿
で
斎
行
さ
れ
、
必
勝
と
こ
人
」
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
実
現
一

安
全
が
祈
念
さ
れ
た
。
丁
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

ラ
グ
ビ
ー
部
創
部
は
、
現
総
監
一
現
在
、
部
員
数
は
新
入
生
二
十
一

督
の
津
山
先
生
が
、
昨
年
大
阪
の
一
八
名
、
新
二
年
生
一
名
、
女
子
マ
一

-

.. 

‘
.
‘
.
]
・
ネ
ー
ジ
ャ
ー
三
名
の
一

1—
`
`
/
]
口
ぃ

□t
i
「
ま
ず
は
地
域

r
こ
た
人
間
教
育
を
主
眼
二
り
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
、
応
援
し

l．
に
、
人
を
育
て
る
集
団
二
J
い
た
だ
け
る
チ
ー
ム
創
り
を
目

一
、
作
り
を
第
一
に
活
動
し
一
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご

叫
．
＇
ぃ
i
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
と

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
た
。

ご
周
知
の
通
り
、
当
県
は
全

国
制
覇
を
達
成
し
て
い
る
東
福

岡
高
校
を
は
じ
め
と
す
る
強
豪

校
が
ひ
し
め
く
地
域
、
宗
像
大

神
様
の
御
神
徳
を
戴
か
れ
、
近
い

将
来
是
非
「
高
校
日
本
一
」
を
達

成
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

東
海
大
学

第
五
高
等
学
校
に

ラ
グ
ビ
ー
部
創
部

た 社員大に本 よ設職行開 わるそしで来奉と 三五習成
たま頭ら社参殿午り見が‘始初れとのて実な仕夏こ名日が機出
めた奉と職列の前本学日そ奉旦てし... ‘自幅習いすののの間：：：‘関雲
天春仕と員゜清六格等程の告ーいっ覚広し県る二実学当ー・大
雰夏畠胄篇篇掃竺嬰畠闘i魯祭ふ召冒を算祠腐事回習嬰奇げ奇禁
寧雰贋喜贋盆鼠雰喜嬰麗閂畠旦 胃悶患 9 閂悶晶畠胄汀贔零冒
備間g境へ三祭起に行｀疇軍三二←ーニ＝＝＝＝＝＝—一一 入ゎ：館す

芦塁り闊胄畠雷::し:-~札穴昇霜
社ぁ：掃‘‘並斎：翌． ら 男日散職
殿っ 、職当ひ、 朝 、ー ，ノ I 子の実養
...................................................................................•:....................................... 

ま てで , 終 にれの
す今て今 ,! ゾ ・9 ・ 了最もる清
。開信開 i... :rー・ 1．誼 書胃胃玉嬰
鳳互喜、 ；ー、こご夏→しi'i • 祭二閲魯げ
をれ経芝痒固豆翌皇ご：； •4..,. -- ‘・： —,... を十だ方め
祈悶験神よがにすロコた期｀れ大習胃合悶雷天
念田を職う多残る状れが間短た社を‘午゜舞祭
し‘ビ‘おをで々つと た‘ ゜を終全後 ーでてつ。役志ああた、をて後己い 後えて― の奉
お にすりつこ印拝き日ぁ実 に、の時 温納
り 立上、たと象見た送っ習 さ当実ヽ 習さ

小
川
直
輝

榊
原
成
昭

太
郎
良
高
光

（
本
科
一
年
）

(

1

1

)

 

() 

11 

今
回
実
習
さ
れ
た

大
社
国
學
館
の
学
生

出
雲
大
社
・
大
社
國
學
館
の
学
生

境
内
で
実
習
が
行
わ
れ
る
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]
弾
の
図
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
箱
の
二
楽
箱
が
あ
る
。
寄
贈
品
に
も
そ
れ

二
底
部
に
は
6
0個
の
弾
頭
の
先
端
部
こ
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

二
か
彫
り
こ
ま
れ
、
蓋
の
上
に
は
信
管
一
時
代
は
下
る
が
、
上
海
事
変
（
一

口
の
部
分
が
円
形
痕
と
し
て
残
っ
て
い
一
次
一
九
三
二
年
・
ニ
次
一
九
三
七

一
る
。
箱
の
中
に
は
一
八
九
三
年
刻
一
年
）
の
写
真
を
見
る
と
、
山
の
斜
面

ほ
ふ
く

二
印
さ
れ
、
全
体
黒
塗
り
。
『
を
弾
薬
箱
を
背
負
い
葡
絢
し
て
い

昨
年
、
N
H
K

は
三
年
間
に
わ

□
ほ
じ
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
二
眼
り
受
け
た
も
の
で
、
弾
薬
箱
の
一
当
時
の
ロ
シ
ア
軍
の
兵
器
ま
で
一
る
日
本
軍
が
あ
っ
た
。
砲
の
大
小
に

た
る
大
河
ド
ラ
マ
「
坂
の
上
の
雲
」
ロ
ァ
ー
マ
と
な
っ
た
日
露
戦
争
は
日
本
□

人
手
経
路
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
二
調
べ
て
い
な
い
が
、
ロ
シ
ア
軍
は
各
丁
よ
る
が
、
そ
の
運
搬
は
大
変
な
重

（
司
馬
遼
太
郎
）
が
完
結
し
た
。
二
か
超
大
国
ロ
シ
ア
を
相
手
に
し
て
、
一
な
い
。
弾
薬
箱
は
長
さ

5
l
7

口
、
二
戦
場
で
機
関
銃
を
使
い
日
本
軍
を
こ
重
で
あ
り
労
力
を
必
要
と
す
る
。

十
二
月
だ
け
の
三
回
で
あ
っ
た
二
且
角
に
戦
い
、
勝
利
を
お
さ
め
た
丁
巾3
3
0

戸
、
高
さ
2
2
4

ミ
リ
、
木
一
苦
し
め
て
い
る
。
二
0
三
高
地
の
一
弾
薬
箱
と
い
え
ば
岡
垣
海
岸
に

が
、
内
容
が
よ
く
、
国
民
の
評
価
も
一
こ
と
は
世
界
各
国
に
大
き
な
衝
撃
」
製
の
頑
丈
な
作
り
で
、
要
所
に
は
二
淑
戦
で
も
、
上
か
ら
機
関
銃
で
乱
丁
も
、
米
軍
関
係
の
も
の
で
あ
ろ
う

概
ね
高
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
一
を
与
え
、
特
に
植
民
地
支
配
を
受
ご
鉄
板
で
補
強
さ
れ
て
い
る
。
蓋
の
一
射
、
下
か
ら
登
っ
て
く
る
日
本
軍
に
丁
か
、
木
製
で
そ
の
表
に
は
ロ
ケ
ッ
ト

よ
う
な
三
年
間
の
放
映
の
方
法
は
一
け
て
い
た
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
国
々
二
畏
面
に
ロ
シ
ア
語
の
メ
モ
が
添
付
さ
一
多
大
の
死
者
を
出
し
て
い
る
。
こ
一
と
い
う
文
字
が
読
め
る
。
箱
の
底

に
と
っ
て
も
勇
気
を
与
え
た
。
丁
れ
て
い
る
。
「
3
7ミ
リ
砲
用
信
管
付
き
二
の
弾
薬
箱
を
見
る
と
3
7ミ
リ
と
あ
り
、
二
部
に
は
ロ
ケ
ッ
ト
弾
の
円
形
痕
が

「
坂
の
上
の
雲
」
の
内
容
に
]
輸
送
用
実
包
」
と
あ
る
。

□
砲
弾
で
あ
る
。
一
残
っ
て
い
た
。
旧
ソ
連
時
代
、
日
本

じ
つ
ま
う

は
触
れ
な
い
が
、
テ
レ
ビ
は
ロ
一
実
包
と
は
火
薬
の
充
填
さ
れ
て
一
ロ
シ
ア
側
か
ら
描
い
た
日
露
戦
こ
海
で
ソ
連
軍
が
大
演
習
を
し
て
い

シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
海
外
一
い
る
弾
丸
、
実
弾
の
意
で
あ
る
。
箱
：
争
画
の
中
に
、
倒
れ
た
馬
や
兵
、
破
：
る
が
、
そ
の
演
習
後
に
は
新
潟
海

に
ロ
ケ
を
行
い
、
ま
た
陸
上
二
り
正
面
に
は
留
め
具
が
つ
き
、
横
に
こ
壊
さ
れ
た
砲
が
あ
り
散
乱
し
た
弾
こ
岸
に
弾
薬
箱
が
漂
着
し
て
い
る
。

—••

-I
•—-

.

.

 

~
“
[
4

ヽ

戦
、
海
上
戦
の
戦
闘
場
面
も
i

C
G

を
巧
み
に
使
い
、
大
が
一
J

か
り
の
セ
ッ
ト
を
組
み
迫
力

□

l

が
あ
っ
た
。

さ
て
前
号
で
は
、
古
賀
市

[
]
'
4
●
]
、

.
r

t
凡••
^r 

立
歴
史
資
料
館
に
寄
贈
さ
れ
[
-
口
い
／

5
j5
.

叫
冑
一
J

寄
贈
者
は
こ
の
弾
薬
箱
を
[

近
所
に
住
ん
で
い
た
人
か
ら
一

（続）
—— 
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見
な
れ
た
る
お
宮
の
屋
根
を
あ
る
日
ふ
と
つ
く
づ
く
と
見
ぬ
（
見
馴
れ
て
な
か
っ
た
）
[

い
つ
も
何
気
な
く
見
て
す
ご
す
風
景
や
物
が
じ
っ
く
り
と
見
た
ら
、
記
憶
と
は
違
っ
と
気
付
[

｛
い
た
作
者
の
視
点
が
新
鮮
。
結
句
に
思
い
込
み
と
実
景
の
違
い
を
詠
む
詠
み
方
も
試
し
て
は
。
[

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
i

幸
せ
を
計
る
尺
度
の
あ
る
や
な
し
行
け
ど
も
行
け
ず
戻
る
に
戻
れ
ず
[

幸
せ
か
ど
う
か
は
自
分
で
納
得
す
る
ほ
か
に
は
尺
度
が
な
い
。
来
一

し
方
を
幸
せ
だ
っ
た
の
か
と
自
問
す
る
作
者
。
下
の
句
を
作
者
と
読
[

一
者
を
と
も
に
励
ま
す
よ
う
な
方
向
で
詠
む
詠
み
方
も
考
え
ま
し
ょ
う
。
[

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

夫
婦
し
て
地
底
の
切
羽
に
炭
を
掘
る
明
治
は
遥
か
作
兵
衛
画
見
る
[

山
本
作
兵
衛
の
画
で
夫
婦
で
働
く
炭
鉱
夫
に
強
い
印
象
を
受
け
た
作
者
。
[

印
象
が
淡
く
な
る
の
で
〈
明
治
期
の
夫
婦
が
地
底
の
切
羽
に
て
と
も
に
[

一
炭
掘
る
作
兵
衛
の
絵
に
〉
な
ど
と
「
明
治
は
遥
か
」
を
除
け
る
工
夫
を
。
[

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

ニ
オ
に
て
姉
と
な
り
し
児
乳
を
飲
む
赤
児
の
傍
に
て
吾
が
指
を
吸
ふ
一

下
の
子
供
が
生
ま
れ
少
し
せ
つ
な
い
二
歳
の
お
姉
ち
ゃ
ん
。
作
者
[

は
そ
の
気
持
を
察
し
な
が
ら
、
「
指
を
吸
う
」
と
事
実
だ
け
を
詠
ん
一

一
だ
と
こ
ろ
が
良
い
。
結
句
の
吾
が
は
子
供
自
身
の
指
な
ら
〈
自
が
〉
に
。
[

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子
[

わ
が
生
家
こ
の
バ
ス
停
の
近
く
な
り
父
母
亡
く
ば
降
り
ず
に
過
ぎ
る
[

両
親
が
住
ん
で
い
た
生
家
の
近
く
で
降
り
ず
に
、
通
り
逼
ぎ
る
バ
ス
停
を
見
て
い
る
作
者
。
[

胸
に
は
両
親
と
の
思
い
出
が
去
来
す
る
。
淡
々
と
詠
ん
で
あ
る
が
寂
蓼
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
[

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗
~

唐
戸
発
門
司
港
ゆ
き
の
船
た
て
ば
水
脈
は
ひ
が
し
へ
ば
ら
け
つ
つ
消
ゆ
一

作
者
は
桟
橋
で
船
を
見
送
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
景
が
良
く
分
か
り
i

方
角
も
効
い
て
い
る
。
ば
ら
け
る
は
小
さ
な
固
体
が
ば
ら
撒
か
れ
一

た
様
を
思
わ
せ
る
の
で
、
こ
の
場
合
は
〈
広
が
り
て
〉
＜
ら
い
が
自
然
。
一

峠
臓
血
宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

邑困 晶び
門 茫 訂正誤り三月 と
方 方 し がっベ 晶載 靡のの て
ヽ ｧ お Lざ-
は 詫び いの

何震災ぞ 何震災ぞ 申し たまし 森龍子さ
のの上げ ん
津波 津波 すま ^ 
像映の 像映の ゜ 宗像市池
にに 田

覆ス‘. 覆ス` ーの
ささ 悶るる
るる に

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

合
馬
の
筍
が
今
朝
の
テ
レ
ビ
に
写
さ
れ
ぬ
掘
り
出
す
翁
の
ほ
こ
ら
し
げ
な
り

合
馬
の
筍
は
京
都
の
料
亭
で
も
使
わ
れ
る
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
品
。
生
産
者

も
誇
り
を
も
っ
て
掘
り
出
す
の
だ
ろ
う
。
面
白
い
切
り
取
り
方
だ
が
、
テ

レ
ビ
に
映
っ
た
こ
と
を
省
き
、
翁
と
筍
の
み
を
詠
む
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。

宗
像
市
池
田
森
龍
子

裏
庭
に
仔
て
ば
大
木
を
照
り
下
る
朝
日
の
中
に
鷲
の
蹄
く

気
分
の
良
い
歌
。
大
木
は
木
の
種
類
が
出
る
と
良
い
。
言
葉
に
エ

夫
の
あ
と
が
見
え
る
が
照
り
下
る
に
は
疑
問
。
朝
日
が
射
す
〇

0
の
木
の
中
で
鶯
が
暗
く
と
い
う
ほ
う
が
順
当
な
よ
う
に
思
う
。

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

屋
上
の
日
ざ
し
を
浴
ぶ
る
ゴ
ム
マ
ッ
ト
人
工
芝
の
ご
と
く
に
み
ど
り

作
者
の
人
工
芝
へ
の
思
い
が
分
か
る
と
良
い
の
だ
が
。
球
場
の

鮮
や
か
な
緑
な
ら
ば
球
場
の
一
語
が
必
要
だ
ろ
う
、
そ
れ
が
入

れ
ば
個
性
的
な
一
首
に
な
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
惜
し
い
歌
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

庭
に
出
で
草
抜
き
を
れ
ば
ど
こ
か
ら
か
鋤
焼
を
す
る
匂
ひ
し
て
来
る

鋤
焼
は
賑
や
か
な
家
族
団
ら
ん
や
食
欲
旺
盛
な
人
々
な
ど
、
イ

メ
ー
ジ
喚
起
力
が
強
い
食
べ
物
だ
。
作
者
の
空
腹
感
や
、
匂
い

か
ら
連
想
す
る
食
卓
は
と
、
読
者
の
想
像
も
広
が
る
。

虚
と
実
の
や
う
に
み
っ
し
り
重
な
り
て
剥
が
し
難
し
よ
キ
ャ
ベ
ツ
の
葉
と
葉

欲
し
き
も
の
あ
る
は
若
さ
と
雑
貨
屋
で
猫
の
か
た
ち
の
塩
入
れ
を
買
ふ

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

じ俳
句
作
品
集

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

椿
ま
つ
り
旋
回
止
ま
ず
群
れ
鳶

ロ
H
国
“
[
U□直
[

三
月
末
、
神
職
の
研
修
で
訪
れ
た
福
井
で
学
生

時
代
の
友
人
と
再
会
し
ま
し
た
。
彼
の
郷
里

は
福
島
県
南
相
馬
市
。
大
震
災
に
よ
り
、
奉
職

し
て
い
た
神
社
を
離
れ
ざ
る
を
え
な
い
状
況

と
な
り
、
紆
余
曲
折
し
た
結
果
、
現
在
彼
は
富

山
、
妻
子
は
新
潟
と
単
身
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
▼
も
と
も
と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
彼
の
こ

と
、
新
天
地
で
の
活
躍
も
聞
き
及
ん
で
お
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
会
う
と
一
歳
に
な
る

一
人
娘
と
思
う
よ
う
に
会
え
な
い
の
が
最
も

つ
ら
い
と
、
大
震
災
に
よ
る
陰
の
部
分
を
垣
間

み
ま
し
た
烹
翌
日
は
飛
行
機
の
時
間
ま
で
観

光
に
連
れ
出
し
て
く
れ
、
学
生
時
代
に
も
ど
っ

た
よ
う
に
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

帰
り
際
「
次
は
い
つ
会
う
か
な
あ
、
意
外
と
こ

う
い
う
研
修
の
時
な
ん
だ
ろ
う
な
」
と
笑
っ
た

彼
の
顔
が
今
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
▼
次
号
よ

り
、
二
十
代
の
若
手
神
職
が
中
心
と
な
っ
て
編

集
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
別
の
感
性
を
発
揮

し
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
（
塚
）

所
〒
八
―

-
I
三
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
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四
0
)六
ニ
ー
ニ
ニ
―
一
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発
行
人
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之
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集
人
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宗
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・
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祥
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作
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